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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月16日(2020.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　特許文献１には、ヘッドホンジャックに接続された２つの端子を備えた携帯用音響再生
装置（以下「再生装置」とも称する）が記載されている。なお、この再生装置は、音声出
力回路と称されることもある。以下、ヘッドホンジャックに接続された２つの端子を「第
１端子」、「第２端子」と称する。この再生装置では、第１アンプで増幅された音信号が
第１端子に供給され、第２アンプで生成された基準電圧が第２端子に供給される。音信号
は、グランド電圧ＧＮＤから電源電圧ＶＤＤの間で変動する。基準電圧としては、電源電
圧ＶＤＤの１／２の電圧が用いられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係る音声出力回路の制御方法の一態様は、音信号を増幅する増幅部と、前記増
幅部の出力端子と接続された外部接続用の第１端子と、基準電圧を出力する基準電圧出力
部と、外部接続用の第２端子とを含む音声出力回路の制御方法であって、前記外部接続用
の第２端子の電圧に応じて、前記基準電圧出力部の出力端子と前記外部接続用の第２端子
との導通状態を制御することを特徴とする。
　この態様によれば、外部接続用の第２端子の電圧に応じて、基準電圧出力部の出力端子
と外部接続用の第２端子との導通状態が制御される。このため、基準電圧出力部を制御す
ることなく、音声出力回路から、外部接続用の第２端子を介して当該音声出力回路に接続
された機器に、不要な電流が流れることを抑制できる。よって、基準電圧出力部を制御す
るための指令が不要となり、当該指令を受け取る制御端子を不要にできる。
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